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【目　 的】近年,活 性酸素を合成す る酵素(活 性

酸素合成酵素:Nox)が 明らかにされ,そ の発生

メカニズムが解明され始め,活 性酸素が物質代謝

や細胞内輸送,シ グナル伝達にも関与することが

報告 されている。複雑な口腔内ガス環境 にさらさ

れている舌乳頭や味蕾において,活 性酸素の動態

を把握す ることは重要と考 えられる。 しか し,現

在まで舌乳頭や味蕾の細胞において,活 性酸素の

発 現 を形 態 学 的 に ア プ ロ ー チ した 検 索 は 少 な く,

Noxの 発 現 に注 目 した 研 究 は報 告 され て い な い 。

そ こで,有 郭 乳 頭 の 上 皮 と味 蕾 に お け るNoxの

局 在 を免 疫 組 織 化 学 的 に検 索 した 。

【材 料 お よ び 方 法 】 材 料 に は マ ウ ス を用 い,4%

パ ラホ ル ム ア ル デ ヒ ドに て 灌 流 固 定 後,舌 を摘 出,

パ ラ フ ィ ンに包 埋 した 。 薄 切 後,通 法 に従 い 免 疫

組 織 化 学 的 染 色 を 行 い,Nox1,　 Nox2,　 Nox3,

Nox4の 発 現 を検 索 した 。 ま た 味 蕾 で は,Ⅱ 型 細

胞 の マ ー カ ー で あ るgustducin抗 体,Ⅲ 型 細 胞

の マ ー カ ー で あ るsNAP-25抗 体 と各Nox抗 体 と

の 二 重 染 色 を 行 い,蛍 光 顕 微 鏡 に て 観 察 し た。

【結 　 果 】 有 郭 乳 頭 の 上 皮 に お い てNox1,　 Nox2,

Nox3,　 Nox4に 対 す る 反 応 が 角 化 層 で 消 失 して い

た の に 対 し て,顆 粒 層 か ら 基 底 層 の 細 胞 は,

Nox1,　 Nox2,　 Nox3,　 Nox4に 陽 性 を 示 し た 。 有 郭

乳 頭 の 味 蕾 に お け る各 種Noxの 発 現 は,　Nox1に

陽 性 を 示 す 細 胞 が み られ,Nox2,　 Nox3に 強 陽 性

を示 す 細 胞 が 存 在 した 。 ま た,Nox4は 味 蕾 に お

い て 陽性 反 応 が 観 察 され た 。 さ ら に,二 重 染 色 の

結 果 か らgustducin陽 性 細 胞 にNox1,　 Nox3,

Nox4の 発 現 が み ら れ,　 sNAP-25陽 性 細 胞 に,

Nox1,　 Nox2,　 Nox3,　 Nox4の 発 現 が 観 察 され た。

【考 　 察 】 以 上 の 結 果 か ら,有 郭 乳 頭 上 皮 の 顆 粒

層 か ら基 底 層 にNoxが 陽 性 反 応 を示 した こ と か

ら,有 郭 乳 頭 上 皮 の角 化 の 過 程 に 活 性 酸 素 が 関 与

す る こ と が 推 察 さ れ た 。 ま た,味 蕾 に お い て

Noxの 発 現 が み られ,特 に味 細 胞 にNox1,　 Nox2,

Nox3が 発 現 して い た。 こ の こ と か ら,味 細 胞 に

お い て 活 性 酸 素 が 産 生 され,味 蕾 に お い て 細 胞 の

分 化 や 増 殖 に 活 性酸 素 が 関 与 す る こ とが考 え られ

た。


